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事業所名及び代表者氏名

株式会社 山口電気機械工務所　代表取締役　　山口　邦治

所在地

本　社 〒003-0872　札幌市白石区米里2条4丁8番6号

苫小牧支店 〒053-0001　苫小牧市一本松町8番地2

千葉支店 〒299-0102　千葉県市原市青柳2丁目16番地7

千歳営業所 〒066-0078　千歳市勇舞2丁目3番10号

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理統括責任者 本社工事部次長　三浦　正和

連絡先 TEL：011－875－1771 FAX：011－875－1770

E－mail　：m-miura@yemeng.co.jp

事業内容

電気工事、電気通信工事の設計・施工・管理

事業規模

資本金 70,000千円 従業員規模（2023年3月21日）

計 83 名 36 名 27 名 13 名 7 名

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡628 858 166 135

１．事業活動の内容

4,039 3,142 554 1,213

本社（札幌） 苫小牧支店 千葉支店 千歳営業所従業員

土　地

建　物

1-1.

1-2.

1-3.

1-4.

1-5.



認証・登録範囲

今回認証・登録範囲

本社 事務所・詰所・倉庫・現場

下記、2024年4月認証範囲拡大

苫小牧支店 事務所・詰所・倉庫・現場

千葉支店 事務所・詰所・倉庫・現場

千歳営業所 事務所・詰所・倉庫・現場

環境活動の対象期間及び発行日

対象期間

4 年 4 月 1 日 ～ 5 年 3 月 31 日

レポート発行日

5 年 5 月 15 日

令和 令和

令和

1-6．

1-7．



1-8.環境経営システム実施体制

１）組織図

２）責任と役割

環境経営責任者 1.効果的な環境マネジメントを実施する為に、役割、責任及び権限
代表取締役  を定め各⾃が環境経営システムの中でどの様な役割を担って
⼭⼝ 邦治  いるかを認識できる組織体制を従業員に周知する。

2.環境管理責任者を任命し、EA21の運⽤における責任と権限を
 与える。
3.EA21の実施及び管理に必要な⼈員、設備、費⽤を準備する。
4.環境⽅針を制定する。
5.EA21全体の評価と⾒直しをし、必要な指⽰を⾏う。
6.経営における課題とチャンスの明確化

環境管理統括責任者 1.⽅針に基づく⽬標の設定及び進捗確認。
本社⼯事部次⻑ 2.EA21システムの円滑な運⽤。
三浦 正和 3.データの収集、⽂書の作成・管理・保管。

4.代表者への状況・実績の報告
5.EA21システムの構築・運⽤・維持に関する⽂書・記録保管。

総務推進委員 1.事務所の電⼒・燃料・⽔使⽤量の管理
佐藤 綾美 2.事務所を統括する。
環境管理責任者 1.取組内容を把握し率先して取組む。
⼯事部主任 2.各現場を廻り取組状況を確認する。
寺倉 ⼤博 3.現場施⼯を統括する。
環境管理責任者 1.取組内容を把握し率先して取組む。
営業技術部課⻑代理 2.各現場を廻り取組状況を確認する。
⻩⽊ 隆⼀ 3.現場管理を統括する。
現場推進委員 1.取組内容を理解し現場作業員に周知する。
現場職⻑ 2.現場作業員からの改善案等意⾒を聞き⼯事部管理責任者に

 報告する。
現場推進委員 1.取組内容を理解し環境に配慮した活動を取組む。
現場代理⼈ 2.現場作業員からの改善案等意⾒を聞き担当現場に反映

  させ営業技術部環境管理責任者に報告する。
全従業員 1.環境⽅針の理解と環境への取組の重要性を⾃覚。

2.決められた事を守り、⾃主的・積極的に環境活動への参加
3.環境改善への意⾒提案や環境問題・異常時の上司への報告。

⼯事部 営業技術部 本 社

環境経営システム実施体制
（様式11）初版2021−04

環境経営責任者
代表取締役 ⼭⼝ 邦治

環境管理統括責任者
本社⼯事部次⻑ 三浦 正和

環境管理責任者 環境管理責任者 総務推進委員

職名 役割・責任・権限

主 任 営業技術部課⻑代理 総 務
寺倉 ⼤博 ⻩⽊ 隆⼀ 佐藤 綾美

現場推進委員 現場推進委員
現場職⻑ 現場代理⼈

全従業員



                            環境経営方針 

                         （様式 2）初版 2021-10 

 

環境経営方針 
 

株式会社山口電気機械工務所は、地球環境保全が人類共通

の最重要課題であることを認識し、当社の事業活動のあらゆる

分野で環境に配慮し、事業活動を通して安心・安全で住みよ

い地域社会とするため地球環境保全活動に取組みます。 

 

 
１． 当社は、環境経営マネジメントシステムを構築し、環境経営目標・環境経営計画を 

定め継続的な改善に努めます。 

 

 

２． 当社の事業活動に関わる環境関連法規制及びその他の環境関連要求事項を 

遵守します。 

 

 

３．当社の事業活動に於いて環境や資源に配慮した設計施工を致します。 

 

 

４．当社の事業活動に於いて環境負荷の削減に努めます。 

 

 

５．当社は、働きやすい環境の整備に努め、地域での社会貢献活動に努めます。 

 

 

 

この環境方針は当社の全従業員に周知徹底するとともに、一般に開示します。 

 

 

制定  2021 年 10 月 1 日 

 

株式会社山口電気機械工務所 

代表取締役 山口 邦治 



3-3.環境⽬標・活動の実績と評価・次年度の取組内容⽬標

 ※達成状況： 達成  未達成
 ※評  価：Ａよくできた Ｂ前年度と同じ Ｃ あまりできなかった Ｄできなかった

① 電気使⽤量の削減

0.7 削減

評価

② ガソリン・軽油の削減

▲ 15.7 増加

評価

③ 灯油の削減

4.6 削減

評価

次年度の取組内容

① 急発進・急加速・アイドリングストップの徹底 Ｄ 引き続き、取組の継続を⾏う
余計な機材資材を積載しない

② 毎⽉⾞両の⾛⾏距離の確認を⾏う Ｂ 引き続き、取組の継続を⾏う

2022年度
4⽉〜3⽉

4⽉〜3⽉

基準

28309 27460 32558

達成率
（%）

84.3

32653 31673 31451

⽬標

基準 ⽬標 実績
達成率
（%）

削減・増加
（%）

環境活動実施項⽬

① 昼休みや不要な照明は消灯 

次年度の取組内容

達成
状況

2020年度 2022年度 2022年度
4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉

達成

［kwh］電気使⽤量

100.7

104.6

環境活動実施項⽬ 次年度の取組内容

① 暖房機の温度設定を23℃にする Ａ 引き続き、取組の継続を⾏う
暖房機を燃焼効率の良い機器に⼊替える。

達成

②
パソコン、コピー機などは、節電モードに設定す
る

Ａ

Ａ

引き続き、取組の継続を⾏う

引き続き、取組の継続を⾏う

⽬標 実績

8186 7940 7589

達成率
（%）

削減・増加
（%）

削減・増加
（%）

達成
状況

未達成

4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉

達成
状況

基準

実績
2020年度 2022年度 2022年度

［Ｌ］
ガソリン

軽油

［Ｌ］灯油

4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉

2020年度 2022年度

環境活動実施項⽬



④ 総廃棄物量の削減

▲ 37.2 増加

評価

⑤ 産業廃棄物再資源化率の向上

▲ 3.1 低下

評価

⑥ 年間⽔資源総使⽤量の削減

4.6 削減

評価

未達成

環境活動実施項⽬ 次年度の取組内容

基準 ⽬標 実績
2020年度 2022年度 2022年度
4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉

85.1 87.7 85.0

達成率
（%）

向上・低下
（%）

達成
状況

96.9

③
資源ｺﾞﾐはﾘｻｲｸﾙされるよう適性処理
 （ﾏﾆﾌｪｽﾄ確認） Ｂ 引き続き、取組の継続を⾏う

環境活動実施項⽬ 次年度の取組内容

① ⾦属・電線類の分別回収による資源化 Ｃ 引き続き、取組の継続を⾏う

7159 6944 11052

⽬標 実績
2020年度 2022年度

達成
状況

62.8 未達成

基準

② 引き続き、取組の継続を⾏う

2022年度
4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉

達成率
（%）

削減・増加
（%）

引き続き、取組の継続を⾏う

② 運搬・処理を委託する廃棄物処理業者を⾒直す Ｂ 引き続き、取組の継続を⾏う

基準 ⽬標 実績
達成率
（%）

削減・増加
（%）

達成
状況

2020年度 2022年度 2022年度
4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉

引き続き、取組の継続を⾏う

104.6 達成

環境活動実施項⽬ 次年度の取組内容

② ⽔洗トイレの⽔を流しすぎない Ａ 引き続き、取組の継続を⾏う

845 820 784

［kg］総廃棄物量

再資源化率の向上［%］

⽔資源総使⽤量［㎥］

① ⽇常的に、⼿洗い・洗い物時は節⽔を励⾏する

① 産業廃棄物の分別処理

Ａ

Ｃ

産業廃棄物の分別徹底による減量化 Ｃ



⑦ 環境保全取組の促進

100 増加

評価

② 敷地周辺の清掃活動 Ｂ 引き続き、取組の継続を⾏う

1 1 2 200 達成

環境活動実施項⽬ 次年度の取組内容

① 緊急事態対応⼿順の訓練 Ｂ 引き続き、取組の継続を⾏う

実績
達成率
（%）

削減・増加
（%）

達成
状況

2020年度 2022年度 2022年度
4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉ 4⽉〜3⽉

環境保全取組実施 ［回］

基準 ⽬標



４．環境関連法規制等の遵守状況・違反・訴訟等の有無

    環境関連法規への違反はありません。
　　また、関係当局からの違反指摘、外部からの訴訟・苦情についても違反等の指摘はありません。

許可 届出 報告 義務 証拠類 結果

廃棄物関係（産業廃棄物、事業系一般廃棄物など）

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

第12条 事業者の処理 １　産業廃棄物を自ら運搬・処分する場合には基準を満たすこと。
２　産業廃棄物を運搬まで保管する場合には処理基準に従うこと。
５　産業廃棄物の運搬または処分を委託する場合には産業廃棄物収集
　　運搬業者に、その処分については産業廃棄物処分業者にそれぞれ委託
　　すること。
６　産業廃棄物の運搬又は処分を委託する場合には基準に従うこと。
７　産業廃棄物の運搬又は処分を委託する場合には、その処理の状況に
　　関する確認を行い、発生から最終処分が終了するまでの処理が適正に
　　行われるために必要な措置を講ずるように努めなければならない。

産業廃棄物の排出

○
産業廃棄物の
運搬、処分の委託
契約書

良

第12条の３ 産業廃棄物管理票 １　産業廃棄物を生ずる事業者は、運搬を受託した者に対し、産業廃棄物管理票
　　（マニフェスト）を交付しなければならない。
２　マニフェストの写しは5年間保存しなければならない。
７　マニフェストに関する報告書を都道府県知事に提出しなければならない。
８　マニフェスト交付者は、マニフェストの写しの送付を受けない、
　　規定する事項が記載されていない、虚偽の記載のあるマニフェストの写しの
　　送付を受けたときは速やかに運搬又は処分の状況を把握するとともに、適切な
　　措置を講じなければならない。

マニフェストの
交付と管理

○

マニフェストの
適正処理状況と
過去5年間分の
保管

良

第６条の２ 事業者の産業廃棄物
の運搬、処分等の委託
の基準

産業廃棄物の運搬又は処分の委託の基準は以下のとおりである。
一 　産業廃棄物の運搬の委託は産業廃棄物収集運搬事業者に行うこと。
二 　産業廃棄物の処分又は再生の委託は産業廃棄物の処分又は
　　  再生事業者に行うこと。
四 　委託契約は、書面により行い、業の許可証が添付されていること。
五 　委託契約書及び書面をその契約の終了の日から5年間保存すること。

産業廃棄物の運搬、
処分の委託

○

産業廃棄物の
運搬、処分の
委託契約書と
有効な許可証

良

廃棄物の処理及び
清掃に関する
法律施行規則

第８条 産業廃棄物保管基準 産業廃棄物保管基準は、次のとおりとする。
一 　保管は、次に掲げる要件を満たす場所で行うこと。
　　  イ　周囲に囲いが設けられていること。
　  　ロ　見やすい箇所に次に掲げる要件を備えた掲示板が設けられていること。
　　  　（１）　縦及び横それぞれ六十センチメートル以上であること。
　　　　　　　＜掲示版の大きさは北海道のガイドラインに従う＞
　　　  （２）　次に掲げる事項を表示したものであること。
　　　　　　   （イ）　産業廃棄物の保管の場所である旨
　　　　　　   （ロ）　保管する産業廃棄物の種類
　　　　　　   （ハ）　保管の場所の管理者の氏名又は名称及び連絡先

二 　保管の場所から産業廃棄物が飛散し、流出し、地下に浸透し、悪臭が
　　　発散しないように次に掲げる措置を講ずること。
　  　イ　汚水が生ずるおそれがある場合は、公共の水域及び地下水の汚染を
　　　　　防止するために排水溝などの設備を設けるとともに、底面を不浸
　　　　　透性の材料で覆うこと。
      ロ　屋外において産業廃棄物を容器を用いずに保管する場合は、
            積み上げられた産業廃棄物の高さが規定の高さを超え
　　　　　ないようにすること。
      ハ　その他必要な措置

三 　ねずみ、蚊、はえその他の害虫が発生しないようにすること。

四　水銀使用製品産業廃棄物の保管場所には、仕切りを設ける措置

保管場所の基準

○

既定の掲示板の
設置と記載内容
及び保管場所の
状況

良

第８条の４ 委託契約書に
添付すべき書面

契約書には産業廃棄物の委託、処分、再生の許可証を添付すること。 産業廃棄物の運搬、
処分の委託

○

契約書への
許可証
（有効期間内）
の添付

良

第８条の4の3 委託契約書の
保存期間

委託契約書の保存期間は5年間とする。 契約書の保管

○ 保管状況 良
第８条の20 産業廃棄物

管理票の交付
マニフェストの交付は、次により行うものとする。
一 　産業廃棄物の種類ごとに交付すること。
二 　産業廃棄物の運搬先が二以上ある場合は、運搬先ごとに交付すること。
三 　産業廃棄物の種類、数量及び受託者の氏名又は名称が管理票に記載された
       事項と相違がないことを確認の上、交付すること。

マニフェスト

○
マニフェストの
適正処理と管理 良

第８条の21
の2

管理票交付者が交付
した管理票の写しの
保存期間

マニフェストの保管期間は5年間とする マニフェスト

○ 保管状況 良
第８条の27 管理票交付者の

報告書
マニフェストに関する報告書は事業場ごとに毎年6月30日までに
その年の3月31日までの1年間に交付した状況を様式第3号により
作成して所在地の都道府県知事に提出する。

報告書

○
提出した
年間報告書 良

第８条の28 管理票の写しの
送付を受けるまでの
期間

マニフェストの写しが運搬委託者から交付後90日
（特別管理産業廃棄物の場合には60日）、処分委託者から
交付後180日以内に送付されなければならない。

マニフェスト

○
マニフェストの
適正処理と管理 良

第８条の29 管理票交付者が
講ずべき措置

マニフェストの写しが期限内に送付されない場合(B2･D票90日、E票180日以内)、
記載内容に不備や虚偽があった場合には30日以内に所在地の都道府県知事に
報告書を提出する。

マニフェストの問題

○
問題発生時の
対応 良

第12条の2 水銀使用製品
産業廃棄物
保管規準

保管場所の掲示板には、保管する産業廃棄物の種類に水銀使用製品
産業廃棄物が含まれる旨を記載すること。
保管の場所には、水銀使用製品産業廃棄物がその他の物と混合するおそれの
ないように、仕切りを設ける等必要な措置を講ずること。

事業所

○
倉庫内
掲示及び保管
状況確認

良

化学物質

札幌市火災予防条例 第７１条
第1項

事業所 指定数量の5分の1以上、指定数量未満の危険物の指定可燃物を貯蔵し、
又は取り扱おうとする者は、あらかじめ、その旨を所轄消防署長に
届け出なければならない。
当該貯蔵又は取扱いを廃止しようとする場合も、同様とする。

事業所

○ 市町村のみ届出 良

廃棄物・リサイクル

家電リサイクル法 特定家庭用
機器再商品
化法

廃棄家電製品 家電4品目（テレビ、冷蔵庫（冷凍庫含む）、洗濯機（衣類乾燥機含む）、
エアコンは、処分する家電のメーカー名、テレビについては画面サイズ、
冷蔵庫、冷凍庫については内容量を確認したうえで、事前に郵便局に有る
家電リサイクル券に必要事項を記載し、リサイクル料金を振込、指定引取場所へ
持込処分する事。

事業所で廃棄される
家電4品目

○
家電
リサイクル券
控え

良

　　※証拠類が確認でき遵守されている場合には、「良」を記載する。
遵守結果

法規制その他の
要求事項

条項
番号

関係項目 概要
該当する設備
業務・規制値

届出・報告等



５．代表者による全体の評価と見直し・指示の結果

＜環境マネジメントシステム＞

　■環境経営方針 ・・・・・・ 変更なし

　■環境経営目標 ・・・・・・ 変更なし

　■環境経営計画 ・・・・・・ 変更なし

　■実施体制 ・・・・・・ 変更なし

　■環境経営システム全体 ・・・・・・ 変更なし

＜社長のコメント＞

 　今後、全社員が環境マネジメントに取り組む姿勢が大切でありますので、今後も引き続き、

　環境経営目標の達成に努力したいと思います。



６.環境教育・活動・訓練

【地域活動ゴミ拾い】

【緊急事態対応訓練（灯油漏れ）】
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